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表紙の写真

僕たち未来の消防士！
　表紙の写真は、消防士体験
コーナーで、消火体験をしてい
る時の一コマです。
　「目標」をじっくりと見つ
め、しっかりと筒先を持ち、真
剣な表情で放水していました。

今月の主な内容

Ｐ４～５
　食育川柳コンクール受賞作品
決定！

Ｐ６～７
　上半期の財政執行状況

Ｐ８
　佐渡航路の利用がスムーズ
に！！

便利です！
市報は、いつでもどこで
もあなたのそばに・・・
　市ホームページ、マイ広報紙、
マチイロアプリ（ＱＲコード）か
らもご覧いただけます。

　

10
月
15
日
(日)
、
消
防
本
部
を
会
場
に
消
防
ふ
れ
あ
い
広

場
が
開
催
さ
れ
、
１
，
０
０
０
人
を
超
え
る
方
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

は
し
ご
車
搭
乗
体
験
や
消
防
車
出
動
体
験
、
消
防
士
体

験
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
あ
こ
が
れ
の
消
防
士
の
活
動
に

胸
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し

て
、
防
火
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
暖
房
器
具
を
使
う
な
ど
「
火

気
」
を
扱
う
機
会
が
増
え
る
た
め
、
火
災
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
際
は
、
事
前
に
点
検
す
る
な

ど
、
適
切
な
使
用
で
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

　

ご
家
庭
か
ら
火
災
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
家
族
み
ん
な

で
火
災
予
防
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
！

消防車出動体験
未来の消防士

にしっかり教

えるぞ！

消防団ブース
消防団員、随時募集中！

地域をみんなで守ろう！！

消防士を体験!!
あこがれの
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あこがれの消防士になって笑顔いっぱい！

火災から大切な家族やあなたの命を守る！

「住宅用火災警報器」設置済みですか？
　住宅火災による死者の多くは「逃げ遅れ」が原因です。
　万一火災が発生した時には、「早期に発見」「すばやい避難」が重要で、その手助け
となるのが住宅用火災警報器です。
　島内では、平成29年６月１日時点で設置率が75％とまだまだ低い状況です。
　また、住宅用火災警報器は10年を目安に交換をオススメしています。
　大切な命を守るために今すぐ確認・設置をしましょう！
　　消防本部予防課　☎５１―０１２３

消防ふれあい広場2017　
はしご車搭乗体験
高さはなんと、30ｍまで！

しっかりつかまってね。

救助体験
要救助者に向かって前進！

消防団消防カルタ
いっぱいとるぞ！

消火体験
目標に向かっ

て放水始め！
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受賞された皆さん

後藤　陽菜乃 さん

金子　りん さん

イン
タビュー

最優秀賞を受賞された皆さんに
「句に込められた思い」を聞きました！

藤井　潤子 さん

　

食
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、
正
し
い
食
事
の
あ
り
方
や
望
ま
し
い
食
習
慣
を
考

え
る
機
会
と
し
て
、
「
お
や
つ
」
を
テ
ー
マ
に
川
柳
を
募
集
し
、
10
月
21
日
(土)
、

佐
渡
総
合
病
院
「
病
院
祭
」
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
日
３
回
の
食
事
を
中
心
に
、
時
間
と
量
を
決
め
、
楽
し
み
な
が
ら
お
や
つ
を

上
手
に
と
り
ま
し
ょ
う
。　

　おやつどきにおやつをもらい

たいから、へんじもかるくおて

つだいをするという思いからつ

くりました。

　おいしいおやつの気をつ

けなければならない部分、

「もう一つ」を我慢して、

適量を楽しく食べること

で、より多くの人に健康な

生活を送ってもらいたいと

いう気持ちを込めてつくり

ました。

　「ああ、うめえ！こういうのが食いたかったんだ」、そして帰

省中の方は、「懐かしい！子どものころよく食べたんだよ」と、

私が「たいよごろ」をつくってプレゼントした時にいただいた感

想です。おやつをとおして、あたたかい家族愛、郷土愛をもって

おられることを確信しました。

　佐渡には、昔から伝統的なすばらしいおやつがあり、少しでも

手づくりおやつを心がけたいという思いを句に込めました。

選者からの一句（審査委員長　若林　柳一）　「腹時計　合っておやつの　夫婦仲」
市長からの一句　　「食べ過ぎの　ミートテックで　冬支度」

食
育
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
決
定
！
　
　
　
　
　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

4市報さど　平成29年11月号



○
選
定
結
果
　
個
人
賞
（
選
評　
審
査
委
員
長　
若
林　
柳
一
）

○
選
定
結
果
　
団
体
の
部　
応
募
小
学
校
８
校
、
応
募
中
学
校
７
校

最
優
秀
賞

優
秀
賞佐

渡
地
域
振
興
局
長
賞

佐
渡
市
長
賞

羽
茂
小
学
校　

５
年
、
赤
泊
中
学
校　
　

３
年　

※

各
部
門
の
入
選
句
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

敬
称
略

お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
福
祉
部
市
民
生
活
課
健
康
推
進
室　

健
康
増
進
係　

☎
63―

３
１
１
５

相
川
小
学
校　

３
年
、
南
佐
渡
中
学
校　

２
年

「
小
学
生
の
部
」 　
応
募
者
数
2
1
8
人

　
お
や
つ
ど
き
　
へ
ん
じ
も
か
る
く
　
お
て
つ
だ
い　

 

赤
泊
小
学
校　
　

３
年　

後
藤　

陽ひ

菜な

乃の　

選
評　
待
っ
て
い
た
お
や
つ
の
時
間
に
な
る
と
、
急
に
心

が
弾
み
ま
す
。
楽
し
み
が
目
の
前
に
あ
る
と
、
素
直
に

な
れ
て
お
手
伝
い
も
気
持
ち
よ
く
で
き
る
の
で
し
ょ

う
。

　
　

こ
の
句
は
、
お
や
つ
だ
け
で
な
く
、
お
手
伝
い
に
ま

で
広
げ
た
と
こ
ろ
に
素
晴
ら
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
お
母

さ
ん
と
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
お
い
し
い
な
　
て
づ
く
り
お
や
つ
は
　
マ
マ
の
あ
い 

 

河
原
田
小
学
校　

２
年　

末
武　

怜れ

奈な　

　
食
べ
よ
か
な
　
屋
根
か
ら
下
が
る
　
ほ
し
柿
を 

 

羽
茂
小
学
校　
　

５
年　

村
川　

凛り
ん
太た

郎ろ
う

　
が
ん
ば
っ
た
　
宿
題
終
え
て
　
く
し
だ
ん
ご

 

相
川
小
学
校　
　

３
年　

藤
田　

彩あ
や

最
優
秀
賞

優
秀
賞

「
中
学
生
の
部
」 　
応
募
者
数
３
３
２
人

　
も
う
一
つ
　
の
び
る
手
止
め
て
　
Ｓ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
　
Ｓ

 

南
佐
渡
中
学
校　

２
年　

金
子　

り
ん　

選
評　
「
サ
イ
ズ 

エ
ス
」
市
が
推
進
す
る
健
康
生
活
目
標

を
テ
ー
マ
に
し
て
、
適
正
な
お
や
つ
を
呼
び
か
け
て
く

れ
ま
し
た
。

　
　

こ
の
句
に
は
世
間
の
動
向
を
捉
え
た
鋭
い
眼
が
あ

り
、
さ
す
が
中
学
生
ら
し
く
、
説
得
力
の
あ
る
作
品
に

な
り
ま
し
た
。

　
弟
と
　
お
や
つ
を
食
べ
て
　
な
か
な
お
り

 

赤
泊
中
学
校　
　

３
年　

小
山　

幸
太
郎

　
お
や
つ
は
ね
　
心
と
お
な
か
の
　
サ
ポ
ー
タ
ー 

 

畑
野
中
学
校　
　

２
年　

川
上　

愉
吏
斗

　
甘
す
ぎ
ず
　
三
時
の
お
や
つ
も
　
自
分
へ
も

 

南
佐
渡
中
学
校　

１
年　

堀
尾　

日
向

最
優
秀
賞

優
秀
賞

「
一
般
の
部
」 　
応
募
者
数
１
５
２
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
う
ち
高
校
生
85
人
）

　
手
作
り
の
　
お
や
つ
で
育
つ
　
郷
土
愛　

 

赤
泊
地
区　
　

藤
井　

潤
子

選
評　
一
言
で
お
や
つ
と
言
っ
て
も
、
年
齢
や
地
域
に

よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　
　

こ
の
句
に
あ
る
地
産
地
消
の
お
や
つ
に
は
、
人
を

愛
し
郷
土
を
愛
し
、
そ
し
て
自
分
を
愛
し
て
生
き
る

姿
が
見
え
る
と
共
に
、
佐
渡
ら
し
さ
と
心
の
豊
か
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
老
い
の
日
々
　
主
食
も
お
や
つ
も
　
田
畑
か
ら

 

新
穂
地
区　
　

本
間　

實
穂
子

　
三
食
は
　
腹
八
分
目
　
お
や
つ
枠

 

両
津
地
区　
　

松
木　

慶
子

　
ぜ
い
肉
が
　
別
腹
で
す
と
　
お
や
つ
食
べ

 

相
川
地
区　
　

森　
　

惠
子

サ
　
　
イ
　
　
ズ

こ
う 

た 

ろ
う

じ
ゅ
ん
こ

み　
ほ　
こ

け
い
こ

け
い
こ

ゆ　
り　
と

ひ
な
た

エ
ス
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上半期の財政執行状況平成29年度
(4月1日～9月30日）

　皆さんから納めていただいた税金などがどのように使われ、どのように財政が運営されているのかを
知ってもらうために、市では毎年２回財政事情を公表しています。

◆一般会計
　一般会計予算は、469億円でスタートしましたが、９月補正を含む６回の補正や平成28年度繰越事業費
を加えた９月末の予算現額は、532億1,362万円（前年度同期比：13.3%増）となっています。
　歳入、歳出の執行状況内訳は表のとおりです。

※１　その他の歳入は、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税
交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、財産収入、寄附金、諸
収入です。

※２　その他の歳出は、労働費、諸支出金、予備費です。

一般会計　歳入の状況
予算現額・・・ 532億1,362万円
収入済額・・・ 219億7,513万円（前年度同期比：4.5％減）
収入率　・・・ 41.3％（前年度同期：49.0％）

50億9,338万円

80億円 160億円 240億円

予算現額
収入済額

市税

軽自動車税
2億4,838万円
9.0％

市たばこ税
1億5,191万円
5.5％

入湯税
1,592万円
0.6%

市民税
7億8,091万円
28.4％

収入率54.0％
（前年度同期：
54.9％)

固定資産税
15億5,390万円
56.5%

収入済額
27億5,102万円
（前年度同期比：

2.1％減）

◆市税の内訳

地方譲与税

地方消費税交付金

地方交付税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

市債

その他の歳入（※1）

27億5,102万円

4億7,100万円
1億4,277万円

9億4,000万円
5億6,595万円

3億9,140万円
7,131万円

6億8,961万円
3億857万円

42億1,223万円
9億7,785万円

47億8,248万円
7億4,107万円

39億2,903万円
0円

15億486万円
15億486万円

84億5,422万円
0円

15億9,525万円
3億1,812万円

一般会計　歳出の状況
予算現額・・・ 532億1,362万円
支出済額・・・ 172億7,952万円（前年度同期比：0.6％増）
執行率　・・・ 32.5％（前年度同期：36.5％）

1億9,724万円
80億円 160億円 240億円

予算現額
支出済額

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

その他の歳出（※2）

1億18万円

93億8,581万円
23億9,555万円

113億9,339万円
50億9,626万円

49億2,404万円
12億8,710万円

49億9,613万円
12億8,887万円

18億2,868万円
9億1,741万円

47億5,908万円
5億8,331万円

21億2,358万円
9億229万円

39億2,899万円
13億6,348万円

22億1,496万円
3,389万円

33億517万円

6,596万円
601万円

73億9,576万円

211億5,016万円
145億9,361万円
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市民税
35,199円
13,767円

43,401円
27,395円

4,321円
4,379円

6,462円
2,678円

413円
281円

固定資産税 軽自動車税 市たばこ税 入湯税 基金（市の貯金）
23,811,130,105円

419,787円

市債（市の借金）
56,156,596,497円

990,032円

収　　入
予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 執行率

支　　出

収益的収支※4

資本的収支※5

収益的収支※4

資本的収支※5

208,541
2,850

285,598
190,746

96,610
2,345

109,764
649

46.3%
82.3%
38.4%
0.3%

226,257
3,287

281,778
254,889

90,441
772

118,315
78,325

40.0%
23.5%
42.0%
30.7%

病院事業

水道事業

会　計　名

（単位：万円）

76億2,338万円

●創業・事業拡大等支援事業
　　特定有人国境離島地域における持続的な居住が可能となる環境の整備を図ることを
目的に、雇用増を伴う創業または事業拡大を行う民間事業者等を支援します。
●滞在型観光促進事業
　　特定有人国境離島地域における交流人口の増加を図るため、滞在期間を延ばし、
ゆっくりと佐渡の魅力を楽しんでもらえるよう、歴史・文化、自然、食などを活用し
た体験メニューにジェットフォイルと宿とを組み合わせた旅行商品の造成支援や着地
型観光メニューの担い手となるガイドの育成を行う事業等を支援します。
●医療・介護・福祉の人財育成事業
　　市内の専門学校に通う市外出身者の学生に対する学校運営者と協力した支援、市内
の各施設に就職した方への支援、各資格取得に必要な経費の一部助成等を行い、市内
医療機関、介護施設等および児童福祉施設における専門職の人財の育成と確保を推進
します。
　　将来、市で医療技術者として従事する意志を持ち、養成校に進学する学生に対し、
入学金、授業料の全額と一定の月額を奨学金として無利息で貸与します。また、一定
期間市で医療技術者として従事することで、奨学金の返還が全額免除されます。

◆市民一人あたりの負担状況
（上段：予算現額※3　下段：収入済額※3）

◆基金・市債の状況
（上段：現在高　下段：市民一人あたり※3）

特別会計 特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計と区分して経理する会計で、
国民健康保険特別会計など11会計があります。

公営企業会計 公営企業会計は、民間企業と同じような経営をしている事業で、
病院事業会計、水道事業会計があります。

20億円 40億円 60億円 80億円 100億円

予算現額
収入済額
支出済額

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

下水道

小水力発電

歌代の里

すこやか両津

その他（財産区）

7億2,636万円
3億3,001万円
2億3,792万円

86億7,876万円
42億1,285万円

40億3,225万円
3億7,974万円

2,510万円
575万円
53万円

1億9,946万円
4億6,933万円

2億553万円

6億68万円
2億3,387万円
2億4,995万円

3,340万円
846万円
650万円

※３　平成29年9月30日現在の人口56,722人で計算しています。

※４　収益的収支は、経営活動で発生する利益とそれに対応する経費です。
※５　資本的収支は、将来の経営活動に備えて行う建設改良費や企業債償還金などの支出とその財源となる収入です。

お問い合わせ　企画財政部財政課　予算係 　☎６３－３１１４

こんな事業を

行っています

32億5,109万円
31億8,144万円

35億8,802万円

11億1,054万円
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　「佐渡市民サービスカード」の発行により、島民確認が容易になり、
券売機でもスムーズに島民割引運賃で乗船券を購入することができます。

佐渡航路をご利用の際は
「佐渡市民サービスカード」を必ず提示してください！

　有人国境離島法に基づく航路運賃低廉化事業では、法令によ
り、割引対象が離島住民であるかどうかの確認を適切に実施し
なければなりません。
　来年１月から、「佐渡市民サービスカード」を提示
がないと、割引を受けられませんので、佐渡航路をご
利用の際は、忘れずにお持ちください。

お問い合わせ
　産業観光部交通政策課　交通対策係　☎６３―３１８４

佐渡の冬の味覚をお得に楽しめる旅行商品

「佐渡冬紀行」 販売中！
　佐渡ならではの海産物が豊富にそろう季節に、首都圏発
着26,900円、新潟港発着14,800円のモニター価格で、隠
れた佐渡の魅力を多くの方に体験していただきます。
　ぜひ、この機会に友人や知人に冬の味覚を堪能しても
らってはいかがでしょうか。
販売場所
・びゅう予約センター　☎０５７０―０４―８９２８
　携帯・PHS・IP電話・ひかり電話・公衆電話からは
　☎０３―３８４３―２００１
・首都圏、新潟県内のJR東日本びゅうプラザ

お問い合わせ
　産業観光部観光振興課　観光振興係　☎６７―７９４４

佐渡航路の利用がスムーズに!!
佐渡市民サービスカードで

旅行代金のうち、市が最大13,000円を助成！
友人や知人に佐渡の魅力をご紹介ください

8市報さど　平成29年11月号



ラジオ体操優良団体表彰を受賞した健康推進協議会金井支部
の皆さんと元気よくラジオ体操！

「佐渡８０２０健
けん

口
こう

シニア表彰」
　満80歳以上で、20本以上自分の歯があり、治療が必要なむし歯が５本以下でひどい歯周病がなく健康
な生活を送っている方を対象に募集し、ご応募をいただいた71人の中から次の方々が表彰されました。
最優秀賞（佐渡市長賞）
　飯山八重子さん 84歳（相川米屋町）
優秀賞（佐渡歯科医師会長賞）
　北見チヨノさん 80歳（相川南沢町）
　髙橋　京子さん 83歳（相川下戸町）
優秀賞（佐渡歯科衛生士会長賞）
　桑原　和子さん 90歳（金井新保）

「新潟県親と子のよい歯のコンクール」受賞者決定！
　日ごろから歯と口の健康を保ち、むし歯ゼロの親子（親と３歳児）を対象に行われたコンクールで、
県内の1473組の親子の中から次の親子が受賞されました。
　優秀賞　山城　知子さん、瑛

え
尚
な
さん（子）親子（金井地区）

　また、平成28年度の３歳児歯科健診で健口であった次の
親子4組に佐渡歯科医師会から賞状が授与されました。
伊豆野有希さん、春

はる
子
こ
さん（子）親子（両津地区）

熊谷　優衣さん、真
ま
優
ひろ
さん（子）親子（畑野地区）

山口　陽子さん、魁
かい
士
じ
さん（子）親子（両津地区）

山本　幸枝さん、新
あらた
さん（子）親子（新穂地区）

　10月１日（日）、トキのむ
ら元気館で10回目となる「し
まびと元気まつり2017」が開
催されました。

　このまつりでは、地域全体が元気になる「元気の循
環」を目指して活動している「しまびと元気応援団」が
集まり、活動の紹介をしました。
　ハロウィンにちなんだワークショップを親子で楽しん
だり、参加者全員でラジオ体操をして体を動かすなど、
見て・聞いて・参加して、みんなで元気の輪を大きく広
げました。

しまびと元気まつり２０１７しまびと元気まつり２０１７
佐渡に元気を広げよう！しまびとみんなが大家族
～伝えて・ひろげて・つながろう～

しまびと元気まつりで表彰！おめでとうございます

歯や口の健康は、こころと体の健康を支える大きな柱です。

健口で豊かな人生が送れるように、歯や口を大切にしましょう。

　市民福祉部市民生活課健康推進室　健康増進係　☎６３―３１１５
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広報担当がいく！

しまの話題とるっちゃ～。

どん のうどん のう

　市役所前で行われた出発式では、交通安全協会や
警察官など約50人が集まり、交通事故が１件でも
減少するよう誓い合いました。
　夕暮れが早まっています！事故に遭わない、起こ
さないために「早めのライト点灯」と「反射材を活
用する」など交通安全を心掛けましょう！
　市報発行日の毎月１０日は、「交通安全家庭の
日」です。家族みんなで交通安全について話してみ
ませんか！

　佐渡奉行所跡で「佐渡鈍翁茶会」が開催され、県内外か
ら訪れた約300人が鈍翁ゆかりの茶道具などの展示や茶席
を通して、郷土の偉人の人柄と功績を肌で感じました。
　佐渡高校茶道部の皆さんも緊張した表情で出し手として
参加していました。
※鈍翁とは、益田孝の茶人としての名前です。

　「朱鷺と暮らす郷」米を贈呈したこ
とをきっかけに、慶應大学ラグビー部
員が佐渡へ来島し、新米の出荷作業を
体験しました。
　日ごろから鍛え抜いた体で、重さを
感じさせず、出荷作業を協力してくれ
ました。
　また、翌日は、子どもたちを対象に

ラグビー体験教室が開催され、普段体験できない大技に挑戦するな
ど、驚きと笑顔の絶えないひとときとなりました。

交通安全の輪が広がることを願って！「秋の全国交通安全運動出発式」交通安全の輪が広がることを願って！「秋の全国交通安全運動出発式」

郷土の偉人　益田孝の功績を称えて

「佐渡鈍翁茶会」開催

郷土の偉人　益田孝の功績を称えて

「佐渡鈍翁茶会」開催

9/23・9/249/23・9/24

9/219/21

美味しいお米をきっかけに　慶應大学ラグビー部来島
新米の出荷作業体験 & ラクビー体験教室開催

美味しいお米をきっかけに　慶應大学ラグビー部来島
新米の出荷作業体験 & ラクビー体験教室開催 9/29・9/309/29・9/30

10市報さど　平成29年11月号



10/810/8

10/1010/10

　青空の下、佐渡奉行所跡の屋外ステージで、島
内の各民謡団体などが佐渡に残る民謡の数々を披
露しました。
　美しい唄声が響き渡り、華麗な踊りと相まっ
て、昔から伝えられてきた佐渡民謡の素晴らしさ
を肌で感じました。
　また、民謡の披露のほか、三味線・太鼓などの
楽器や唄の体験コーナーもあり、佐渡民謡を満喫
する一日となりました。

にいがた緑の百年物語　第45回佐渡地方植樹祭
　栗野江地区の城ヶ平公園で、緑の少年団を始めとする多く
の参加者たちが、緑豊かな佐渡を願い、一本一本丁寧に植樹
を行いました。
　高台にある城ヶ平公園は、とても見晴らしがよく、遊歩道
も整備されています。多くの方が集まる公園となってほしい
ですね。

唄えや！踊れや！！佐渡民謡の祝祭唄えや！踊れや！！佐渡民謡の祝祭

　野球を通じて、スポーツ・体を動かすことの楽しさを伝えることを目的に、元読売巨人軍の加藤健
けん
さん

が小木幼稚園を訪問し、園児と一緒に野球（ボール遊び）を楽しみました。
　「とる（キャッチ）」では、簡単なボールキャッチからどんどん難しくなるキャッチをゲーム感覚で行
い、園児たちは「でき
た！」と加藤さんに笑
顔を見せていました。
　なげ方やうち方など
も教わり、初めてバッ
トを振った園児もいた
ようでしたが、みんな
上手にできていまし
た。

とる・なげる・うつ・はしる・・・そして楽しむ！！
ベースボールキッズ～幼稚園訪問事業～

とる・なげる・うつ・はしる・・・そして楽しむ！！
ベースボールキッズ～幼稚園訪問事業～

緑豊かな佐渡を願って緑豊かな佐渡を願って 10/1310/13
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坂
東
玉
三
郎
さ
ん
の
演
出
に
よ
る
鼓
童

の
舞
台
「
打
男
」
は
、
各
国
の
劇
場
で
幅

広
く
上
演
さ
れ
て
い
る
舞
台
で
す
。

　

11
月
30
日
(木)

　

開
演　

午
後
６
時
か
ら

　

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　

（
中
原
２
３
４
番
地
１
）

　

Ｓ
席　

５
，
０
０
０
円

　

Ａ
席　

４
，
０
０
０
円

※
学
生
（
小
学
生
〜
高
校
生
）
の
方
を
対
象
に
料

金
を
割
引
し
ま
す
。
当
日
、
受
付
で
２
，
０
０

０
円
を
返
金
し
ま
す
。
中
・
高
校
生
は
学
生
証

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

鼓
童
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

　

☎
86
―
２
３
３
０

　

世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す
「
佐
渡

鉱
山
の
遺
産
群
」
に
つ
い
て
、
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　

遺
産
群
の
価
値
や
佐
渡
の
金
銀
山
が
世

界
に
与
え
た
影
響
を
学
び
、
世
界
遺
産
登

録
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

　

佐
渡
金
銀
山
ガ
イ
ド
に
興
味
が
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

12
月
１
日
(金)

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

　

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

大
会
議
室
（
千
種
２
４
０
番
地
）

　

１
，
０
０
０
円
（
資
料
代
）

　

50
人

　

初
回
11
月
29
日
(水)

　

以
降
、
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
・　

産
業
観
光
部
観
光
振
興
課

　
３
資
産
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室

　

☎
67
―
７
９
４
４

　

11
月
25
日
(土)

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
45
分

　

ト
キ
の
む
ら
元
気
館

　

（
新
穂
瓜
生
屋
３
６
２
番
地
１
）

　

・
基
調
講
演　

①
「
流
人
の
来
た
道
―
順
徳
上
皇
か
ら
世

阿
弥
ま
で
―
」

　

長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

　

一
般
教
育
科
教
授　

田
中　

聡
さ
ん

②
「
順
徳
院
伝
承
か
ら
読
み
解
く
国
中
平

野
の
歴
史
地
理
」

　

新
潟
大
学
人
文
学
部
准
教
授

　

堀　

健
彦
さ
ん

③
「
北
回
路
―
新
し
い
時
代
を
切
り
開
い

た
旅
人
た
ち
」

　

新
潟
大
学
名
誉
教
授　

錦　

仁
さ
ん

座
談
会　
講
師
3
人
が
パ
ネ
ラ
ー
を
務
め

ま
す
。

　

１
５
０
人

　

事
前
の
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

佐
渡
学
セ
ン
タ
ー
（
佐
渡
博
物
館
）

　

☎
52
―
２
４
４
７

　

12
月
７
日
(木)

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡　

は
ま
な
す

ホ
ー
ル
（
中
原
２
３
４
番
地
１
）

　

・　
講
演　
弁
護
士
が
語
る
「
だ
ま
さ
れ
る
心

理
と
消
費
者
被
害
の
予
防
策
」

　

法
テ
ラ
ス
佐
渡
法
律
事
務
所

　

弁
護
士　

森
田　

寛　

さ
ん

寸
劇　
「
形
見
の
指
輪
を
押
し
買
い
さ
れ

て
」
ほ
か

　

消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
と
伝
統
文
化
と

環
境
福
祉
の
専
門
学
校
学
生

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
57
―
８
１
４
３

有
　
料
　
広
　
告

お
　
知
　
ら
　
せ

INFORMATION

マ
ー
ク
の
説
明

かわら版かわら版情
報

催　
　

し

佐
渡
金
銀
山
を
知
る
た
め
の

　
　
　

市
民
講
座（
全
９
回
）

鼓
童　

打
男
２
０
１
７

募　
　

集

語
り
か
け
る
佐
渡　
「
流
人
」

を
め
ぐ
る
歴
史
・
地
理
・
文
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
３
回
消
費
生
活
講
座

る  

に
ん
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新潟県交通災害共済
見舞金の請求はお済ですか？
　見舞金の請求期間は、交通

災害を受けた日から起算して

「１年以内」です。

　もう一度ご確認を！

お問い合わせは、佐渡市役所

防災管財課　防災安全係

☎６３－３１２５まで
（〒952‐1292　千種232番地　佐渡市役所内
新潟県市町村総合事務組合佐渡市事務所）　

　日時 休館日 会場
　対象者 料金（記載がないときは無料）
　定員 内容 持ち物
　講師 その他 締め切り
　申し込み 　問い合わせ
　FAX 　電子メール



　入居申し込みには、所得要件など申込資格要件があります。詳しくは、お問い合わせくだ
さい。市ホームページで募集内容をお知らせしています。
　 11月30日（木）午後５時　入居予定　12月下旬
　・　建設部建設課　住宅・都市計画係 　☎６３―５１１８
　　　各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口

　

皆
さ
ん
が
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

感
じ
て
、
お
悩
み
に
な
っ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

　

12
月
１
日
(金)　

午
前
９
時
〜
正
午

　

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

（
千
種
２
４
０
番
地
）

相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員　

平
間　

俊
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
智
賀
子
さ
ん

※
予
約
制
の
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
会
場

に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
10
月
１
日
付
け
で
人
権
擁
護
委
員
が

　
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人

権
を
擁
護
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
身
の
回

り
で
起
き
た
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。
な
お
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

新
任　
本
間　

始
晴
さ
ん（
沢
根
炭
屋
町
）

　

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　

☎
74
―
３
７
８
７

　

出
産
、
子
育
て
な
ど
で
一
定
期
間
、
仕

事
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
た
方
の
再
就
職
を
応
援
し
ま
す
。

　

仕
事
復
帰
へ
の
不
安
解
消
や
適
正
な
職

業
選
択
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
再
就
職
に

向
け
た
支
援
や
相
談
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

　

12
月
１
日
(金)

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
相
談
時
間
は
、
一
人
30
分
程
度
で
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
渡

　

（
両
津
夷
２
６
９
番
地
８
）

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
佐
渡
サ

テ
ラ
イ
ト
の
職
員
が
再
就
職
に
向
け
た

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
お
電
話
に
て
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

保
育
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

必
要
な
方
は
お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
（
生
後
６
カ
月
か
ら
就
学
前
が

対
象
で
す
。
）

　
・　

産
業
観
光
部
地
域
振
興
課

　

雇
用
促
進
係　

☎
63
―
４
１
５
２

両津

相川

佐和田
金井
新穂

畑野

真野
赤泊

3
1
6
6
2
1
2
3
1
1
1
3
1

耐火構造3階建て
木造2階共同建て
耐火構造4階建て
耐火構造4階建て
耐火構造3階建て
耐火構造3階建て
耐火構造4階建て
木造2階共同建て
木造平屋一戸建て
木造2階共同建て
木造2階共同建て
木造平屋一戸建て
木造2階共同建て

38,000【定額】
18,800～28,100
14,900～29,300
16,600～32,700
21,500～42,200
23,300～45,900
16,500～32,400
53,000【定額】
16,800～25,100
24,000【定額】
43,000【定額】
56,000【定額】
15,100～22,600

H14
H3
S54
S58
H3
H10
S56
H9
H元
H13
H14
H12
H12

2LDK
3DK
3DK
3DK
3DK
3DK
3DK
3DK
3DK
2DK
3DK
3DK
1LDK

大野第2住宅（2、3階）
住吉住宅2
県営おりと団地(1階、2階、3階、4階)
県営炭屋町団地（1階、2階、3階、4階）
栄町団地野かんぞう棟(2階)
栄町団地あさがお棟(3階)
県営青柳寺団地（1階、3階）
木戸沢第3住宅（1、2階）
青木第1住宅
後稲葉住宅団地Ｅ棟（1階）
榎田住宅団地
新町団地
浦津団地

公営住宅の入居者を募集します

スプレー缶！必ず穴を開けなきゃアカン！！

相
　
　
談

子
育
て
女
性
限
定

　
お
し
ご
と
相
談
会

特
設
人
権
相
談
所
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両津

相川

畑野

真野

地区 相談日 時　間 会　場

11月23日(木・祝)

12月  7日(木)

12月10日(日)

11月27日(月)

12月 6日(水)

両津福祉センター

しゃくなげ

あいかわ開発総合

センター

畑野農村環境改善

センター

真野老人福祉

センター寿楽荘

13:00～16:00

9:00～12:00

9:00～12:00

9:00～12:00

　

沖
縄
県
糸
満
市
の
平
和
記
念
公
園
内

に
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
す
べ
て
の

方
々
の
氏
名
を
刻
ん
だ
記
念
碑
「
平
和
の

礎
」
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
19
年
３
月
22
日
か
ら
昭
和
21
年
９

月
７
日
ま
で
の
間
、
沖
縄
県
区
域
お
よ
び

南
西
諸
島
周
辺
に
お
い
て
、
沖
縄
戦
が
原

因
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
で
、
ま

だ
刻
銘
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
追
加
刻
銘

が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課　

援
護
係

　

☎
63
―
５
１
１
３

　

県
福
祉
保
健
課
援
護
恩
給
室

　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
８
０

両
津
病
院
の
お
薬
が
院
外
処

方
に
変
わ
り
ま
す

　

11
月
20
日
(月)
か
ら
、
両
津
病
院
の

お
薬
は
、
院
外
で
の
調
剤
と
な
り
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

両
津
病
院
管
理
部
管
理
課

　

☎
23
―
５
１
１
１

短
歌　

萩
原　

光
之　

選

　

応
募
数
１
０
４
首
（
26
人
）

最
優
秀
賞

　

錆
の
浮
く
門
扉
の
閉
ざ
す
陵
の

　
　

ふ
か
き
草
木
に
昼
の
虫
鳴
く

　

滝
脇　

高
埜　

健
蔵

俳
句　

赤
塚　

五
行　

選

　

応
募
数
１
３
０
句
（
36
人
）

最
優
秀
賞

　

小
鳥
来
て
声
葉
隠
れ
の
御
所
の
杜

　
　

千
種　

山
城　

や
え

川
柳　

若
林　

柳
一　

選

　

応
募
数
86
句
（
23
人
）

最
優
秀
賞

　

過
去
み
ん
な
削
っ
て
石
は
丸
く
な
る

　

新
潟
市
西
蒲
区
巻　

星
井　

五
郎

※
そ
の
ほ
か
の
入
賞
作
品
は
、
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

佐
渡
吟
詠
大
会
事
務
局

　

☎
63
―
３
３
１
２
（
担
当　

北
條
）

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

11
月
27
日
(月)
〜
12
日
１
日
(金)

　

午
後
１
時
〜
５
時

　

市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、

担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の

ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
63
―
６
９
８
７

　

（
平
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

11
月
27
日
(月)
〜
12
日
１
日
(金)

　

午
後
１
時
〜
５
時

　

市
内
の
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・
宅
地
だ
が
、
登
記
の
地
目
は
農
地
と

な
っ
て
い
る

　

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
52
―
６
２
５
２

　

（
平
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　

相
談
は
無
料
で
予
約
は
不
要
で
す
。

　

直
接
、
開
催
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

佐
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
81
―
１
１
５
５

み
さ
さ
ぎ

く
さ  

き

沖
縄「
平
和
の
礎
」

追
加
刻
銘
の
お
知
ら
せ

第
９
回
佐
渡
吟
詠
大
会
作
品
紹
介

順
徳
院
黒
木
御
所

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
無
料
相
談

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

相　
　

談

お
知
ら
せ

心
配
ご
と
相
談
所

い
し
じ
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法
人
お
よ
び
個
人
事
業
者
の
方
で
従
業

員
を
雇
用
し
て
い
る
方（
源
泉
徴
収
義
務

者
）を
対
象
に
、年
末
調
整
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

佐
渡
税
務
署　

法
人
課
税
部
門

　

☎
74
―
３
２
７
６（
代
表
）

　
一
般
的
な
決
算
の
仕
方
や
確
定
申
告
に

当
た
っ
て
の
留
意
事
項
を
説
明
し
ま
す
。

　

佐
渡
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

　

☎
74
―
３
２
７
６（
代
表
）

　

個
人
住
民
税
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収

と
同
様
に
、
事
業
者
が
毎
月
、
従
業
員
に

支
払
う
給
与
か
ら
天
引
き
し
、
住
民
税
の

納
税
義
務
者
で
あ
る
従
業
員
に
代
わ
っ

て
、
従
業
員
の
住
所
地
の
市
町
村
へ
納
入

す
る
こ
と
が
、
地
方
税
法
お
よ
び
市
の
条

例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
が
一
人
だ
け
や
家
族
だ
け
で

あ
っ
て
も
、
給
与
天
引
き
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

所
得
税
の
よ
う
に
事
業
者
が
税
額
を
計

算
し
た
り
、
記
帳
し
た
り
す
る
必
要
は
な

く
、
ま
た
、
従
業
員
の
方
が
納
税
の
た
め

に
窓
口
に
出
向
く
手
間
を
省
く
こ
と
へ
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
部
税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
63
―
５
１
１
０

　

農
業
等
の
所
得
が
あ
る
方
は
、確
定
申

告
、市
・
県
民
税
申
告
相
談
会（
２
月
中
旬

〜
３
月
中
旬
）で
、収
支
内
訳
書
の
作
成
が

必
要
で
す
が
、市
や
佐
渡
税
務
署
で
収
支
内

訳
書
を
代
理
で
作
成
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、減
価
償
却
費
を
計
算
し
、一
覧
表

を
お
渡
し
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
申
告
し
た
際
の
収
支
内
訳
書
の
控

や
Ｊ
Ａ
の
申
告
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
参

考
に
、ご
自
分
で
収
支
内
訳
書
を
作
成
し
て

く
だ
さ
い
。　

　

ご
自
分
で
の
減
価
償
却
費
計
算
が

困
難
な
方
は
、
Ｊ
Ａ
佐
渡
や
Ｊ
Ａ
羽

茂
で
、
減
価
償
却
費
計
算
サ
ー
ビ
ス

（
有
料
）
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
30
日
(木)

　
Ｊ
Ａ
佐
渡
営
農
事
業
部

　

営
農
企
画
課　

☎
63
―
３
１
０
１

　
Ｊ
Ａ
羽
茂
営
農
課

　

☎
88
―
３
１
３
３

　

総
務
部
税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
63
―
５
１
１
０

佐和田

小木・羽茂・

赤泊

両津・真野

金井・相川・

新穂・畑野

午前10時～正午

午後２時～４時

午前10時～正午

午後２時～４時

アミューズメント

佐渡　小ホール

（中原234番地1）

11月16日(木)

11月17日(金)

対象地区 開催日時 会　場

青色決算

白色決算

青色決算

白色決算

農業

農業

事業・
不動産
事業・
不動産

12月19日(火)
午前10時～正午
12月19日(火)
午後２時～４時
12月20日(水)
午前10時～正午
12月20日(水)
午後２時～４時

アミューズメント

佐渡　２階

文化情報センター

（中原234番地1）

説明会
区　分

対象
所得 会　場開催日時

プラマーク！付いてなければ燃えるごみ！！

年
末
調
整
説
明
会

確
定
申
告
に
向
け
た
決
算
説
明
会

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は「
特

別
徴
収（
給
与
天
引
き
）」が
法
律
等

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

農
業
、漁
業
、営
業
、不
動
産

等
の「
収
支
内
訳
書
」の
作
成

は
ご
自
分
で
！

税について ちょっと
考えてみよう！

11月11日（土）
　　　　～17日（金）
国税庁のホームページ
で「くらしを支える税」に
ついて、紹介しています。
　佐渡税務署　総務課
　☎７４－３２７６

「税を考える週間」
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暖
房
器
具
を
多
く
使
用
す
る
冬
期
間
は
、

毎
年
、灯
油
の
流
出
事
故
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク
へ
小
分

け
す
る
際
に
は
、そ
の
場
を
離
れ
る
こ
と
な

く
、作
業
後
は
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
元
栓
を
確

実
に
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

　

油
流
出
を
放
置
し
、川
な
ど
に
多
量
の
油

が
流
れ
込
む
と
、水
道
の
断
水
、農
業
や
漁

業
へ
の
被
害
、環
境
の
汚
染
な
ど
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
、原
因
者
に
は
、対
策
費

用
や
損
害
賠
償
の
請
求
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

油
を
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
、元
栓
を

閉
め
て
応
急
処
置
を
施
し
、最
寄
り
の
消
防

署
や
市
役
所
、県
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
速
や
か

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
本
部
予
防
課　

☎
51
―
０
１
２
３

　

市
民
福
祉
部
環
境
対
策
課

　

環
境
対
策
係　

☎
63
―
３
１
１
３

　

佐
渡
地
域
振
興
局
環
境
セ
ン
タ
ー

　

環
境
課　

☎
74
―
３
４
２
８

　

12
月
10
日
〜
16
日
は
、
「
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

　

拉
致
問
題
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

曽
我
さ
ん
母
娘
を
救
う
会
と
市
は
、
曽

我
ミ
ヨ
シ
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
拉
致
被

害
者
全
員
の
早
期
救
出
を
願
う
署
名
活
動

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

12
月
９
日
(土)

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

佐
渡
汽
船
両
津
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

２
階　

待
合
室
回
廊

※
佐
渡
汽
船
が
欠
航
の
場
合
に
は
、
中
止
と
な
り

ま
す
。

　

総
務
部
総
務
課　

拉
致
被
害
者
対
策
係

　

☎
63
―
３
１
１
１

　

野
生
の
鳥
は
、
エ
サ
が
捕
れ
ず
に
衰
弱

し
た
り
、
環
境
の
変
化
に
耐
え
ら
れ
ず
死

ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

野
鳥
が
死
ん
で
い
て
も
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
直
ち
に
疑
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
野
鳥
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
検
査
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
触
れ
な
い

で
、
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
野
鳥
な
ど
野
生
動
物
の
排
泄
物
等
に
触

れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
？

　

日
常
生
活
に
お
い
て
野
鳥
な
ど
野
生
動

物
の
排
泄
物
等
に
触
れ
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
殺
菌
効
果
の
あ
る
石
け
ん
に
よ
る
手

洗
い
・
う
が
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
野
鳥
観
察
な
ど
通
常
の
接
し
方

で
は
人
に
感
染
し
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
過
度
に
心
配
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

佐
渡
地
域
振
興
局
環
境
セ
ン
タ
ー

　

環
境
課　

☎
74
―
３
４
２
８

　

市
民
福
祉
部
環
境
対
策
課

　

環
境
対
策
係　

☎
63
―
３
１
１
３

　

ま
た
は
、
最
寄
り
の
支
所
・

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

統
計
調
査
員
と
し
て
各
種
統
計
調
査
に

従
事
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
４
人
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
統
計
調
査
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

経
済
産
業
省
所
管
統
計
調
査
功
労
統
計

調
査
員
に
対
す
る
感
謝
状

　

山
本　

明
美
さ
ん
（
北
五
十
里
）

新
潟
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

　

伊
藤　

久
子
さ
ん
（
両
津
夷
）

　

石
塚　

陽
子
さ
ん
（
浜
田
）

　

山
本　

千
早
さ
ん
（
野
浦
）

　

産
業
観
光
部
地
域
振
興
課

　

地
域
振
興
係　

☎
63
―
４
１
５
２

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
を

小
分
け
す
る
時
は
、
そ
の
場
を

離
れ
な
い
で
！

「
拉
致
被
害
者
の
早
期
救
出
を

願
う
署
名
活
動
」に
ご
協
力
く

だ
さ
い

統
計
調
査
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
た
ら

お
知
ら
せ
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　市内障がい福祉施設が相互理解と協同活動の
推進のためにネットワークを作りました。
　このコーナーでは、各施設の活動をご紹介しま
すので市民の皆さまもぜひご利用ください。

お問い合わせ　
　市民福祉部社会福祉課　障がい福祉係
　☎６３―５１１３　FAX６３―５１２１

　「ずきん帽子」は、家の掃除のほこりよけや外作業の日差し
よけとして、皆さまからご愛用いただいています。
　皆さまからいただいた生地を利用者の皆さんが一個ずつ丁
寧に作り上げています。
　また、手工芸品制作のほか、薪の販売や小型家電の回収な
どさまざまな授産活動を行っています。
お問い合わせ
　障がい福祉サービス事業所　まつはらの家
　八幡町303番地2　☎５２―４７４４　FAX５２―４５６６
　電子メールmatuharanoie@hyper.ocn.ne.jp
　※「まつはらの家」のホームページもご覧ください！

　みんなでサポーター『授産さぽっちゃあ』に登録して、障がいのある方の「働く」を応援してください。
　お問い合わせ　市民福祉部社会福祉課　障がい福祉係　☎６３―５１１３　FAX６３―５１２１

第15回 おすすめの一品佐渡授産ネットワークからの
お知らせ

まつはらの家
「ずきん帽子」

手作りの
あたたかさを
感じる一品！

ご協力：聴
き
手
て
記
き
の会

第
７
回　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
手
話
講
座

今
月
の
手
話
は
！

『
佐
渡

・
朱
鷺
』

『
お
節
介
』
と
『
親
切
』
は
違
い
ま
す

 

私
は
あ
な
た
が
思
っ
て
い
る
ほ
ど
『
大
変
』
じ
ゃ
な
い
。

 

で
も
あ
な
た
が
思
っ
て
い
る
よ
り
『
不
便
』
。

 

皆
さ
ん
は
こ
の
言
葉
の
意
味
が
わ
か
り
ま
す
か
？

 

本
当
の
「
平
等
」
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

 

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

来
月
は
、
も
う
少
し
具
体
的
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

手
話
は
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
を
表
現
し
、
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
近
な
言
葉
で
あ
る
「
佐
渡
・
朱
鷺
」
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
！

授 産 さ ぽ っ ち ゃ あ（障がい者授産品応援サポーター）募集！

佐渡の手話
　両手の親指と人差
し指で、SADO(佐渡)
の頭文字S（エス）
を作る。

朱鷺の手話
　指文字の「と」(人差し指と中指
を立てる)を弧を描くように(くちば
しに見立てて)前に下ろす。



金
泉
小
学
校

が
ん
ば
っ
て
ま
す

今
　

「
花
咲
山
」
と
い
う
話
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。

　

山
菜
採
り
に
山
に
入
り
一
面
の
花

を
見
つ
け
た
娘
あ
や
。
山
に
住
む
ば

ば
が
、
こ
の
花
が
ど
う
し
て
こ
ん
な

に
き
れ
い
な
の
か
、
訳
を
話
し
て
聞

か
せ
ま
す
。

　

「
こ
の
花
咲
山
一
面
の
花
は
、
み

ん
な
こ
う
し
て
咲
い
た
ん
だ
。
つ
ら

い
の
を
辛
抱
し
て
、
自
分
の
こ
と
よ

り
人
の
こ
と
を
思
っ
て
涙
を
い
っ
ぱ

い
た
め
て
辛
抱
す
る
と
、
そ
の
や
さ

し
さ
と
、
け
な
げ
さ
が
、
こ
う
し
て

花
に
な
っ
て
、
咲
き
だ
す
の
だ
。
」

　

山
か
ら
帰
っ
た
あ
や
は
こ
の
話
を

す
る
が
誰
も
信
じ
な
い
。
け
れ
ど
も

あ
や
は
、
「
あ
っ
！
い
ま
花
咲
山

で
、
お
ら
の
花
が
咲
い
て
る
な
。
」

と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

あ
ら
す
じ
で
す
。

　

こ
の
お
話
を
モ
チ
ー
フ
に
、
金
泉

小
学
校
で
は
、
全
校
で
「
花
咲
山
活

動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
３
色

あ
る
色
紙
の
花
に
コ
メ
ン
ト
を
書
き

込
み
、
廊
下
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

赤
は
「
や
さ
し
い
心
あ
り
が
と

う
」
の
花
。
「
今
日
、
○
○
さ
ん

が
、
遊
ぼ
う
っ
て
誘
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
。
」
・
・
・
赤
い
花

が
１
つ
、
咲
き
ま
し
た
。

　

黄
は
「
や
さ
し
く
で
き
た
よ
」
の

花
。
「
○
○
さ
ん
を
手
伝
っ
た
ら
あ
り

が
と
う
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
」
・
・
・

黄
色
い
花
が
１
つ
、
咲
き
ま
し
た
。

　

青
は
「
や
さ
し
い
心
み
つ
け
た
よ
」

の
花
。
「
○
○
さ
ん
が
○
○
さ
ん
を
励

ま
し
て
い
ま
し
た
。
」
・
・
・
青
い
花

が
１
つ
、
咲
き
ま
し
た
。

　

互
い
を
優
し
い
心
で
見
つ
め
て
ほ
し

い
。
連
綿
と
続
く
、
金
泉
小
学
校
の
願

い
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
十
分

に
応
え
る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
は
、
な
ん
て
た
く

さ
ん
の
思
い
や
り
や
感
謝
の
心
で
溢
れ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
、
子
ど
も
た
ち
は

気
づ
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66―

４
８
９
８

教育委員会社会教育課

　

９
月
17
日
(日)
、
あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
「
親
子
ふ
れ
あ
い
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
昔
の
遊
び
な
ど
を
通
し

て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は

「
六
角
凧
作
り
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

二
家
族
、
５
人
と
参
加
者
は
少
な
か
っ

た
も
の
の
相
川
地
区
公
民
館
の
仲
田
館
長

の
指
導
の
も

と
、
親
子
で
協

力
し
て
、
動
物

や
虫
な
ど
思
い

思
い
の
絵
を
描

き
、
六
角
凧
を

作
り
あ
げ
ま
し

た
。

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
（
講
話
）

　

９
月
７
日
(木)
、
第
４
回
い
き
い
き
学
級

を
開
催
し
、
新
穂
小
学
校
児
童
と
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
児
童
た
ち
の
音
読
や
斉

唱
、
ク
イ
ズ
や
民
泊
体
験
の
発
表
を
優
し

げ
な
ま
な
ざ
し
で
見
守
り
、
楽
し
み
ま
し

た
。

　

ま
た
、２
年

生
と
共
同
制

作
と
し
て
、折

染
め
に
挑
戦

し
ま
し
た
。紙

を
折
っ
て
、色

を
つ
け
て
、子

ど
も
た
ち
に

教
わ
り
な
が

ら
、次
々
と
作

成
し
、「
楽
し

い
！
」と
の
大

き
な
声
や
完

成
し
た
作
品

を
見
な
が
ら「
き
れ
い
だ
ね
ぇ
」と
感
想
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
作
成
し
た
折
染
め
は
、
小
学
校
の

文
化
祭
で
展
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
き
い
き
学
級
で
は
、
ほ
か
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
内
容
の
学
習
を
通
し
、
い
き
い
き

と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

　
　
　
　
　
　
（
相
川
地
区
）

高
齢
者
講
座
い
き
い
き
学
級

　
　
　
　
　
　
（
新
穂
地
区
）

あ
の
ま
ち
こ
の
ま
ち

金泉の花咲山はやさしい花で満開です
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鶴
子
銀
山
(16) 
　
鶴
子
代
官
所
の
移
転

　

慶
長
８（
１
６
０
３
）年
、江
戸
幕
府

を
開
い
た
徳
川
家
康
は
、石
見
銀
山
代
官

大
久
保
長
安
を
佐
渡
代
官
頭
に
任
じ
ま

し
た
。長
安
は
、直
ち
に
石
見
銀
山
か
ら

３
人
を「
目も
く

代だ
い

」（
家
老
格
の
代
官
）と
し

て
佐
渡
に
派
遣
し
、大
久
保
山
城
・
小
宮

山
民
部
に
は
民
政
を
、宗
岡
佐
渡
に
は
金

銀
山
経
営
を
担
当
さ
せ
ま
し
た
。

　

当
時
、鶴
子
代
官
所
は
、鶴
子
銀
山
の

主
要
な
坑
道
で
あ
る
本
口
間
歩
に
隣
接

す
る
、三
方
が
沢
に
囲
ま
れ
た
台
地
に
置

か
れ
て
い
ま
し
た
。周
辺
は
、土
を
盛
っ
て

搗つ

き
固
め
た
土ど

塁る
い

が
築
か
れ
、沢
根
湊
か

ら
運
ば
れ
る
金
銀
山
入
用
資
材
、食
糧
な
ど

へ
の
課
税
や
管
理
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、相
川
が
金
銀
山
の
中
心
に
な

る
に
つ
れ
て
、沢
根
湊
か
ら
鶴
子
を
越
え
て

相
川
ま
で
資
材
等
を
運
ぶ
こ
と
が
難
し
く

な
っ
た
た
め
、多
く
が
相
川
海
岸
に
陸
揚
げ

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
長
安
は
、鶴
子
代
官
所
の
機
能

を
相
川
に
移
す
よ
う
命
じ
ま
し
た
。長
安
が

新
た
に
入
る
陣
屋
は
、相
川
海
岸
を
一
望
で

き
る「
半
田
・
清
水
ヶ
窪
」と
い
わ
れ
る
田
地

で
、当
時
の
地
主
で
あ
る
山
師
の
山
崎
宗
清

か
ら
、金
子
５
百
両
で
買
い
取
り
ま
し
た
。

陣
屋
の
建
築
は
、播
磨
の
番
匠（
大
工
）水
田

与
右
衛
門
が
行
い
ま
し
た
。

　
『
佐
渡
相
川
志
』に
よ
れ
ば
、鶴
子
代
官
所

が
移
転
し
た
後
も
、慶
長
９（
１
６
０
４
）

年
か
ら
慶
長
15（
１
６
１
０
）年
に
か
け
て
、

保
科
喜
右
衛
門
と
い
う
代
官
を
配
置
し
、鶴

子
の
銀
山
を
治
め
さ
せ
た
と
あ
り
ま
す
。し

か
し
、鶴
子
代
官
所
の
移
転
に
よ
り
急
激
に

人
口
流
出
が
進
ん
だ
た
め
か
、こ
れ
以
降
、

代
官
の
名
称
は
現
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課

　

☎
63
―
５
１
３
６

　

平
成
25
年
６
月
に
市
民
講
座
の
受
講
生

が
中
心
と
な
っ
て
誕
生
し
た
「
佐
渡
ジ
オ

パ
ー
ク
ガ
イ
ド
協
会
」
は
、
認
定
ガ
イ
ド

の
ほ
か
、
ガ
イ
ド
以
外
の
会
員
も
所
属
し

て
友
の
会
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
会
員
は
、
現
在
62
人
で
す
。

　

協
会
で
は
、
講
演
会
や
島
外
か
ら
訪
れ

る
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
と
の
交
流
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
講
習
参
加
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

協
会
の
活
動
の
中
心
は
、
毎
月
の
学
習

会
で
す
。
学
習
会
の
テ
ー
マ
は
会
員
か
ら

の
要
望
を
参
考
に
計
画
し
て
、
講
師
を
招

い
て
島
内
の
見
ど
こ
ろ
を
巡
っ
た
り
、

「
食
」
と
ジ
オ
パ
ー
ク
の
関
連
性
を
探
る

た
め
、
「
い
ご
ね
り
」
の
調
理
過
程
を
見

学
し
た
り
す
る
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

研
修
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
毎
回
楽
し
み

な
が
ら
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習

会
後
に
は
、
道

路
や
海
岸
な
ど

の
清
掃
活
動
も

実
施
し
、
来
訪

者
に
気
持
ち
良

く
佐
渡
を
歩
い

て
も
ら
う
た
め

の
活
動
も
続
け

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
住
ん
で

い
る
地
域
や
職
業
、
世
代
が
違
う
会
員
た

ち
の
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

入
会
し
て
い
る
会
員
に
は
、
研
修
会
の

案
内
や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
刊
行
物
の

紹
介
な
ど
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
情
報

を
毎
月
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
入
会
し
て
ジ
オ
パ
ー
ク

の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66
―
４
１
６
０

島
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
み
ん
な
に
伝
え
る
ガ
イ
ド
協
会
！

ジオパークを楽しむためのコース作り
にも取り組んでいます

みんなで清掃活動も頑張っています

ジ
オ
パ
ー
ク
、推
進
日
記

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

鶴子の代官所跡
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　佐渡ライオンズクラ
ブと姉妹クラブである
東京神楽坂ライオンズ
クラブから、毎年、両
津図書館に児童書を中
心に寄贈いただいてい
ます。
「ロアルド・ダールコレクション」(全22巻)評論社
「名作ハンドメイド」(全3巻)日本図書センター
「川端誠落語絵本」（全15巻）クレヨンハウス
「見習い幻獣学者ナサニエル・フラッドの冒険

（全4巻）あすなろ書房
「はたらく車のしくみ・はたらき・できるまで」

（全5巻）岩崎書店　ほか

蔵書点検を実施します
　蔵書点検とは、図書館・図書室の本を一斉点
検する作業です。
　蔵書点検期間中は、休館となりますので、本
の返却は返却ポストやほかの図書館・図書室へ
お願いします。

さわた図書館　11月28日(火)～12月1日(金)
小木図書館　　12月12日(火)～15日(金)
真野図書館　　 １月16日(火)～19日(金)
中央図書館　　 １月24日(水)～30日(火)

　当日は親子７組13人が参加して、放鳥トキにつ
いての説明を受けたほか、野生のトキの観察や野
生復帰ステーションの見学をしました。

　産業観光部農業政策課　トキ保護係
　（トキ交流会館内）☎２４―６０４０

佐渡の大空へ19羽が飛び立つ！
　９月22日（金）、第17回目となるトキの放鳥
がトキ野生復帰ステーション（新穂正明寺）で行
われました。
　午前６時ごろに順化ケージの放鳥口が開放さ
れ、訓練を受けた19羽のトキたちが、次々と佐渡
の大空へ飛び立っていきました。
　９月23日（土）には、第1回放鳥から今年で10
年目となることを記念して、環境省と合同で、親
子を対象とした放鳥トキ観察会を開催しました。

ドジョウ養殖助成事業のご案内
　トキの主要な食べ物であるドジョウの生産量を増やすため、ドジョウ養殖に要する経費に対し補
助金を交付しています。補助対象経費や補助率など、詳しくはお問い合わせください。
　産業観光部農業政策課　トキ保護係（トキ交流会館内）☎２４―６０４０

～東京神楽坂ライオンズ文庫～
子どもたちに66冊の本のプレゼント

BOOK
図書館だより図書館だより

真剣な眼差しでトキを探す参加者の皆さん

156トキ野生復帰にむけてトキ野生復帰にむけて
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編集後記
　ついこの前まで
半袖で過ごしていた
のに、朝晩は肌寒く
感じるようになって
きました。
　木々の葉も色づき
はじめ、紅葉を楽し
める時期を迎えまし
た。
　休日には、澄んだ
青空に映える紅葉
を眺め、美しい景色
を楽しみたいと思い
ます。（k・o）

「不用品買い取ります」
トラブル増加中！

～訪問購入にはルールがあります～
お問い合わせ　消費生活センター（平日）午前９時～午後４時　　☎５７－８１４３

消費者ホットライン　
☎１８８（嫌や！泣き寝入り）

い　や　や いや

　
「
古
着
を
買
い
取
る
」
と
い
う
電
話
が
あ
り
、
訪
問
を
受
け
入
れ
た

が
、
す
ぐ
に
「
貴
金
属
を
み
せ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
安

い
金
額
で
買
い
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
訪
問
買
取
か
ら
消
費
者
を
保
護
す
る
た
め
に
、
特
定
商
取
引
法
で
、

『
訪
問
購
入
』
の
勧
誘
方
法
な
ど
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
不
安
を
感
じ
た
ら
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
ま
ず
は
、
相
談
し

ま
し
ょ
う
！

第
23
回
産
業
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
！

　

８
月
20
日
(日)
、青
山
の
ア
イ
ビ
ー
ホ
ー
ル
で「
障
が
い
者
福
祉
」を
テ
ー
マ
に
し
た

「
産
業
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
、約
70
人
の
聴
衆
を
集
め
る
盛
大
な
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

第
１
部
講
演
は
、障
が
い
者
就
労
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
立
野
」

の
後
賀
田
施
設
長
が
、「
佐
渡
を
守
る
障
が
い
者
〜
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
お

互
い
の
元
気
に
〜
」と
い
う
演
題
で
、佐
渡
に
９
カ
所
あ
る
障
が
い
者
の
就
労
支
援
施

設
の
一
つ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

就
労
環
境
が
厳
し
い
障
が
い
者
に
働

く
機
会
と
知
識
や
能
力
向
上
の
支
援
を

す
る
と
同
時
に
、過
疎
化
や
高
齢
化
が
進

む
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
い
う
試
み

で
、集
落
の
水
路
や
竹
藪
整
備
の
共
同
作

業
、稲
刈
り
や
カ
ン
ラ
ン
栽
培
な
ど
の
農

作
業
の
ほ
か
、米
菓「
ビ
ス
コ
ッ
テ
ィ
」の
製
造
な
ど
独
自
の
商
品
製
造
な
ど
幅
広
い
活

動
の
一
端
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
講
演
で
は
、市
社
会
福
祉
課
計
良
課
長
補
佐
か
ら
佐
渡
の
福
祉
活
動
や
生

活
保
護
活
動
、障
が
い
者
福
祉
・
支
援
活
動
な
ど
佐
渡
の
現
状
と
幅
広
い
活
動
の
概

要
の
話
が
あ
り
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
、障
が
い
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
共
に
生
き

る
島
へ
と
熱
い
想
い
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

（
文
責
：
佐
渡
市
東
京
事
務
所
駐
在
員　

小
路　

徹
）　

首
都
圏
情
報
コ
ー
ナ
ー

取り組みを紹介する
後賀田施設長

【
主
な
規
制
の
内
容
】

・
売
主
か
ら
の
依
頼
が
な
い
飛
び

込
み
の
勧
誘
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
買
い
取
る
物
品
の

種
類
を
明
示
し
な
い
で
勧
誘
す

る
こ
と
も
禁
止
で
す
。

・
事
業
者
へ
の
連
絡
先
な
ど
の
記

載
さ
れ
た
書
面
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
中
は
物

品
の
引
渡
し
を
拒
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日

間
は
、
無
条
件
で
解
約
で
き
る

「
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
」
が
適
用

に
な
り
ま
す
。

※
本
や
家
具
な
ど
一
部
規
制
の
対
象
外

が
あ
り
ま
す
。

・
突
然
や
っ
て
く
る
買
い
取
り

業
者
は
家
に
は
入
れ
な
い
。

・
業
者
の
来
訪
時
、
勧
誘
さ
れ

た
と
き
と
異
な
る
物
品
を
見

せ
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
も
、

安
易
に
見
せ
な
い
。
で
き
れ

ば
一
人
で
対
応
し
な
い
。

・
買
い
取
り
業
者
の
住
所
や
電

話
番
号
、
物
品
の
種
類
、
買

取
り
価
格
な
ど
の
記
載
さ
れ

た
書
面
を
も
ら
う
。

・
契
約
し
て
も
物
品
を
す
ぐ
に

渡
さ
な
い
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
期
間
中
は
手
元
に
置
い
て

お
け
る
。
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戸籍の窓
9.15～10.17届出

地  区  名 住  所  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう

地  区  名 住  所  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

大伸
彰三
崇史
優
大海
孝之
亨
高志
伸浩
登
篤志
敦
教義

両　津
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃
金　井
　〃
　〃

加茂歌代
梅津
鷲崎
両津湊
二見
相川下戸村
東大通
中原
市野沢
窪田
中興
千種
平清水

（おとは）

（にこ）

（ゆうせい）

（りょうま）

（あかね）

（げんた）

（さくら）

（まひろ）

（さひろ）

（えみり）

（れむ）

（せいや）

（いくた）

穗　鷹　詩　羽
奥　野　仁　心
永　島　悠　生
北　見　綾　真
廣　瀬　朱　音
衣　笠　舷　汰
渡　部　桜　愛
柴　坂　真　広
浜　辺　咲　尋
秋　山　笑　里
加　藤　玲　夢
梶　原　誠　也
本　間　郁　汰

91
81
87
85
87
93
81
85
90
92
103
79
90
87
81
91
74
77
88
49
65
84
86
90
79
96
47
90
84
62
83

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

長江
城腰
春日
両津湊
月布施
加茂歌代
両尾
両尾
両津湊
両津湊
住吉
相川海士町
北片辺
石名
達者
後尾
姫津
小川
相川石扣町
河原田本町
中原
青野
八幡
八幡新町
東大通
河原田諏訪町
沢根五十里
石田
沢根五十里
八幡
窪田

9.15
9.22
9.23
10.4
10.6
10.7
10.8
10.8
10.9
10.14
10.16
9.28
10.3
10.5
10.6
10.8
10.8
10.9
10.14
9.16
9.19
9.19
9.19
9.21
9.21
9.23
9.24
9.24
9.25
9.29
10.1

10.3
10.4
9.19
9.29
10.1
10.3
10.5
9.16
9.26
9.30
10.9
10.17
9.14
9.15
9.18
9.19
9.27
9.29
9.30
10.11
10.14
9.21
9.26
9.27
10.15
10.16
9.21
9.28
9.17
10.4
10.9

81
92
88
82
72
89
98
94
94
64
87
94
87
80
95
74
70
101
48
84
85
89
75
81
84
92
87
84
94
70
89

佐和田
　〃
金　井
　〃
新　穂
　〃
　〃
畑　野
　〃
　〃
　〃
　〃
真　野
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
小　木
　〃
　〃
　〃
　〃
羽　茂
　〃
赤　泊
　〃
　〃

八幡新町
沢根炭屋町
泉
千種
新穂長畝
上新穂
新穂瓜生屋
寺田
畑野
畑野
大久保
畑野
吉岡
下黒山
大倉谷
真野新町
真野新町
真野新町
長石
背合
名古屋
小比叡
木流
小木
小木大浦
小木町
羽茂大石
羽茂村山
下川茂
杉野浦
徳和

9.15
9.16
10.3
10.9
9.8
9.20
9.21
9.24
9.24
9.28
9.14
9.19
9.23

9.29
9.29
9.20
9.26
10.5
9.25
10.1
10.2
10.8
9.7
9.12
9.23
9.13
9.6

和弥
慶一
健弘
徹
大補
義光
悠輝
圭一
大我
貴裕
正人
省三
啓介
真吾

金　井
　〃
新　穂
　〃
　〃
畑　野
　〃
　〃
　〃
真　野
小　木
　〃
羽　茂
赤　泊

平清水
吉井本郷
新穂大野
新穂長畝
新穂大野
宮川
目黒町
畑野
宮川
真野大川
小木町
小木町
羽茂三瀬
真浦

（さら）

（ゆうな）

（せな）

（みお）

（りこ）

（えま）

（れいと）

（ゆうな）

（みちか）

（すずは）

（ゆいと）

（こうへい）

（みなと）

（がく）

近　藤　咲　良
樋　口　結　海
本　間　晴　奏
市　橋　　　澪
鈴　木　璃　子
塚　原　咲　舞
中　川　麗　翔
熊　谷　優　那
笹　川　道　香
濱　本　涼　葉
玉　野　結　人
大久保　光　平
清　水　湊　斗
渡　部　賀　久

淺　原　ハ　ツ
古　屋　絢　子
大　倉　美智子
藤　井　　　喬
三　浦　昭　子
柴　田　金　治
髙　原　エ　ツ
髙　原　二十男
北　　　賢　治
吉　田　完　隆
木　村　幸　治
磯　西　正　志
中　濱　タ　キ
山　本　ヤ　ス
山　本　勝　三
山　岡　　　亨
山　本　輝　枝
小　杉　多美江
森　田　章　一
藤　井　雪　子
池　田　紀　子
小　林　モ　ト
本　間　キミヨ
矢　田　　　勤
矢　田　ナ　ツ
長　嶋　一　雄
赤　松　俊　博
池　田　繁　雄
金　子　濱　子
内　藤　民　弘
末　武　米　子

関　川　明　雄
岩　﨑　ミヤ子
齋　藤　　　昭
田　中　秀　子
計　良　嘉　子
土　屋　ハ　ル
土　屋　周　吾
中　川　八　重
本　間　ヒサエ
服　部　春　枝
忠　野　五　郎
中　川　秋　太
相　田　ヒサ子
本　間　芙美江
佐々木　光　雄
後　藤　満智子
鯨　岡　清　德
渡　邊　　　芳
佐　藤　靖　弘
金　子　登志子
安　藤　純　司
安　達　シヅヱ
金　子　　　博
桃　井　喜　美
菊　地　　　武
清　水　正　男
松　永　政　雄
金　子　千　幸
山　口　清　江
金　子　利　継
安　藤　テ　ル
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お問い合わせ
　市民福祉部市民生活課健康推進室
　健康増進係　☎６３―３１１５

五目煮豆

自然だしの
みそ汁

みそ味の卵焼き

　夏の観光シーズンが終わり、実りの秋がまた佐渡を美しく輝かせてくれ
る季節となりました。
　実りの秋もまだまだ多数のイベントで盛り沢山です。
　この秋おすすめの両津地区のイベントをご紹介します。

日時　11月26日（日）
　　　午前９時15分～午後３時
会場　おんでこドーム（両津湊）
　　　あいぽーと佐渡（両津夷384番地11）
　佐渡の食材と鬼太鼓などの芸能が一挙に集う食と
芸能の祭典です。
　佐渡の表玄関から島内全域がより一層賑わい、佐
渡が素晴らしい島であるということをこのイベント
を通してお伝えします。
　また、各店舗自慢のsea級グルメが皆さまを「口

こう
福
ふく
」に

導きます。
　佐渡の魅力を見て・食べて・おいしく味わえるイ
ベントです。ぜひ、お越しください。
お問い合わせ
　第３回Sea級グルメ大会事務局（あいぽーと佐渡内）　☎６７―７６３３

　保育園の給食は、みんなで食べる楽しさ、食べ方のマ
ナー、食文化を学ぶよい機会です。
　献立は、家庭ではなかなか食べることがないようなも
の、かみごたえのある食品を積極的に取り入れていま
す。
　五目煮豆の大豆や昆布、根菜類はよくかまないと飲み
込むことができない食品で、かみ砕く力が弱く、食べづ
らそうにしている園児もいますが、声かけをしながらよ
くかんで食べることを習慣づけるようにしています。
　また、煮干しやかつお節などの自然だしを使って素材
の味を活かし、薄味でもおいしく食べられるようにして
います。
　これからも、いろいろな食品を幅広く使用して、安全
でおいしい手作り給食を提供していきます。

 
 

 
 

保育園の給食のご紹介

五目煮豆を使った給食献立

みなとオアシス佐渡
両津推進担当
笠井　直樹

あなたの１票でナンバーワングルメが決まる！

～地域の魅力をサポートします～
われら地域おこし協力隊

44

市報さど　平成29年11月号23

食と芸能の祭典　第３回 sea級グルメ大会



　12月31日までは、運転免許証など公的証明書での島民
確認でも対応していますが、来年１月１日からカードが
なければ島民割引は受けられなくなります。
　航路利用の際は、忘れずに佐渡市民サービスカードを
ご持参ください。
お問い合わせ　産業観光部交通政策課
　　　　　　　交通対策係　☎６３―３１８４

　アドレス sado@mpx.wagmap.jp に空メールするか、
QRコードで読み取ってください。
 迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。
お問い合わせ　総務部総務課広報戦略室
　　　　　　　情報政策係　☎63-5139

佐渡航路の島民割引を受ける場合は、
「佐渡市民サービスカード」が必要です

佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、

イベント・くらしの情報

心をこめて制作した力作が勢ぞろい

柔道畳設置
　入れ替えた畳は、足運びのための硬さと受身のときの衝撃を
和らげるクッション性をバランスよく兼ね備えています。
　また、色はパステル調のイエローとグリーンで館内の雰囲気
が明るくなりました。

トレッドミル※ 設置（各施設1台）
※屋内でランニングやウォーキングを行う健康器具です。
　歩行・走行することにより、運動不足解消、ダイエット、
心肺機能向上など目的に応じた運動が効果的にできます。
（写真は佐渡スポーツハウスの設置状況です。）

　教育委員会社会教育課　社会体育係（サンテラ佐渡スーパーアリーナ内）
　☎６７―７６４５

　10月14日（土）から５日間、両津総合体育館で市展が開催され、「書道」や「絵画」、「版画」など、約1,260点の
作品が並び、目を見張る力作の数々が来場した皆さんを楽しませました。
　初日には、表彰式が開催され、多くの観客が見守る中、受賞者に賞状が授与されました。
　ジュニア部門の「書」で市長賞を受賞した行谷小学校５年生
の土屋陽夢さんは、「市長賞を取れてとてもうれしいです。練習
は週に２～３回で20～30枚くらい書いています。また市長賞を
取れるようにがんばります」と、晴れやかな表情で話してくれま
した。
　作品には、保育園児の書いた絵も展示されており、きれいな
色づかいで丁寧に描かれた作品に、心和むひとときを過ごさせ
てくれました。僕たち

未来の消防
士！僕たち

未来の消防
士！

お問い合わせ

みなみ

多くの皆さんを楽しませてくれた市展

スポーツ施設をご利用くださいスポーツ施設をご利用ください
～スポーツ振興くじ（toto）助成金を活用し、整備しました～

□佐渡スポーツハウス（吉岡1675番地）
□両津総合体育館（梅津2343番地1）

□新穂武道館（新穂瓜生屋370番地）

■発行・編集　佐渡市役所 総務部総務課広報戦略室　広報広聴係
　〒952-1292 佐渡市千種232番地
ホームページアドレス https://www.city.sado.niigata.jp　公式フェイスブック https://www.facebook.com/sadocity.PR
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